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「学び続ける力」を高める学習指導の在り方（第二年次） 

－研究協力校における実践的研究を通して－ 

 

調査研究チーム  

 《研究の要旨》 

本研究では，「学びの変革」の推進を後押しするために，第一年次研究で構築した「学び続ける力」に関する理論的

基盤を基に，研究協力校の協力を得た実践的研究を通して「学び続ける力」を高める学習指導の在り方の具体化を試

みた。データ分析と実践の往還により，「個別最適化された学び」，「協働的な学び」，「探究的な学び」の関係を明らか

にしながら，「学び続ける力」の発揮や高まりを促す学習指導のポイントを「『学びの変革』ガイド」にまとめた。 

 

Ⅰ 研究の趣旨 
１ 研究背景と第一年次研究について 

「第７次福島県総合教育計画」が策定され，「学びの変

革」の実現が福島県の教育の柱として示されてから令和

６年度で３年目となる。年次計画「令和６年度学びの変

革推進プラン」には，更なる推進の必要性が述べられて

いる。特に「施策１」の「学びの変革」による資質・能

力の確実な育成について，「令和６年度授業改善グランド

デザイン」の全国学力・学習状況調査結果の総括では，

「資質・能力を十分に育成できていないことが課題」と

されている。このことから，「学びの変革」やその視点か

らの授業改善が順調に進んでいるとは言えない現状にあ

ると考えられる。 

そこで，本チームでは，「学びの変革」を後押しすべく，

「学び続ける力」を「学習負荷のかかる状態・状況にお

いても,自分の知識等を活用したり,協働的に取り組んだ

り,新たな切り口を考えたりして,あきらめることなく問

題の解決や学習のゴールに向かって取り組み,学ぶ価値

や意義を見いだすことができる力」と定義し，昨年度よ

り「学び続ける力」を高める学習指導の在り方について

研究をスタートさせた。第一年次研究では,以下の内容に

取り組んだ。 

この過程で，「学び続ける力」が「学びの変革」の「協

働的な学び」や「探究的な学び」と関連のあることが示

唆された※１。また，「学び続ける力」尺度による実態調

査では，「探究的な学び」に関する質問項目の平均値が「協

働的な学び」よりも顕著に低い結果となった。このこと

から，各教科・科目の学習で「探究的な学び」が十分に

浸透していないことが予想された。 

そこで，第二年次研究では，各教科・科目の「探究的

な学び」を充実させ，「学びの変革」や「主体的・対話的

で深い学び」の実現を促し，児童生徒の更なる「学び続

ける力」の高まりにつなげることができる学習指導の工

夫・改善のポイントを明らかにすることを目指した。そ

して，２年間の研究成果を「『学びの変革』ガイド」にま

とめ，「学びの変革」を実現する際の案内書として発信す

ることにした。 

※１ 福島県教育センター「研究紀要 第53集」P.９～10 

２ 「学び続ける力」の再定義 

 第二年次研究のスタートにあたり，改めて児童生徒の

「学び続ける力」との関連データ等の確認を行った。そ

の中で本チームが注目したものが，「学びの変革推進プラ

ン」における「不登校児童生徒数の推移」である（図１）。 

上記の推移図から，全国，福島県ともに学び続けるこ

とに困難を抱える児童生徒が増加していることが分かっ

た。さらに，その要因を調べると，「学業の不振や頻繁な

宿題の未提出」や「学校生活に対してやる気が出ない」

といった学業不振や無気力の割合が思いのほか高いこと

が分かった※２。ここから，児童生徒を学びから遠ざけて

いる学業不振や無気力に陥らせる原因を取り除く必要が

あること，そして「一方通行の画一的な授業」をその原

○「学び続ける力」に関する尺度の作成 

○尺度活用による「学び続ける力」の実態把握 

○学習指導の工夫・改善のための理論的基盤の構築 
図１ 増加する不登校児童生徒数 
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因の一つとして考えた。これは，児童生徒一人一人の興

味や能力が無視されがちで，自分で学習をコントロール

できない「一方的に知識を伝達する授業」では，やりが

いが感じられず，学習に対する意欲低下や自信喪失を引

き起こし，果ては学校へ行く意味や学ぶ価値を見失わせ

てしまい兼ねないと想定されたからである※３。そこで，

動機づけの知見※４を基に，「学び続ける力」を「学習負

荷のかかる状態・状況においても，問題の解決に向かっ

て粘り強く取り組み，知識等の活用や仲間との協働，新

たに問題を発見することのよさを学びの意味として見い

だす力」と再定義した。「個別最適化された学び，協働的

な学び，探究的な学び」※５の中で，児童生徒自身が学び

をコントロールする場面を増やし，これまで以上に，学

びから意味や価値を見いだすことにつながる学習指導の

工夫・改善のポイントに焦点化して研究を進めることに

した。 

※２ 「令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題

に関する調査結果の概要」P.26（文部科学省，2023） 

※３ 大芦治（2012）によれば，「自分のことは自分でやっている」と

いう感覚が「やりがい」であり，その喪失が無気力や意欲の低下を

招くとされる。また，奈須正裕（2023）は，不登校増加との関連で，

「学校は“やらなきゃいけないこと”と“やってはいけないこと”

であふれていて，窮屈さを感じる」という実際の子供の声を引き合

いに出しながら「個別最適な学び」の必要性を述べている。 

  「アフターＧＩＧＡ，奈須正裕に聞く『個別最適な学び』と『協働

的な学び』の現在地 教師が子ども観と仕事観を見直すべき理由」 

https://toyokeizai.net/articles/-/677895〈2025/1/10アクセス〉 

※４ 鹿毛雅治（2017）によれば，人の動機づけは，当人の意味付けや

価値付けに大きく規定されているとする。 

※５ 三つの学びの定義については，「第７次福島県総合教育計画」P.16 

脚注参照 

 

Ⅱ 研究の内容 

１ 研究の目的 

 第一年次研究において，「学び続ける力」が四つの力，

すなわち，「協働的な学び」実践力と調整力，「探究的な

学び」推進力と適応力から構成されていることを明らか

にした。そして，四つの力それぞれに関わる学習指導法

を使った実証的研究に取り組み，「協働的な学び」調整力

を高める学習指導のポイント「自分や友達にとっての『学

びの一番』の共有」を示した（図２）。 

 第二年次研究

では，特に課題

である「探究的

な学び」に関す

る学習指導法を

使った実証的研

究に重点的に取

り組み，学習指導のポイントを示していくことにした。

以下，第二年次研究の目的である。 

２ 研究の内容と方法 

(1)「探究的な学び」を支える二つの力への着目 

上記の目的を踏まえ，まず，「探究的な学び」を一層充

実させ，児童生徒の「学び続ける力」の高まりにつなげ

る学習指導法の考案に着手した。その際，「探究的な学び」

の視点からの授業改善だけでなく，児童生徒自身が「探

究的な学び」を推し進められる資質・能力の育成も射程

に入れることにした。そこで着目したのが，学習指導要

領解説総合的な学習の時間編の「探究的な学習」に関す

る記述である。そこには，問題解決的活動の発展的繰り

返しや学習過程の探究のプロセス化にとって，「探究的な

見方・考え方」が不可欠であること，さらに「探究的な

見方・考え方」が，「各教科等における見方・考え方」と，

総合的な学習の時間における「固有な見方・考え方」の

二つを含むことが示されていた。これを踏まえ，本チー

ムでは，後者の「固有な見方・考え方」に関する記述か

ら，全ての学習の基盤となる資質・能力として，以下の

二つの力をすくい出した。 

この全ての学習の基盤となる資質・能力ともなり得る，

物事を多様な角度から俯瞰して捉える力や問い続ける力

の素地を，各教科・科目等の学習で育成することができ

れば，「探究的な学び」の充実や「学び続ける力」の高ま

りにつなげることができるのではないかと考えた。 

(2)「批判的思考」への着目 

上記の力を児童生徒に育むために，本チームが次に着

目したのが，「批判的思考」※６である。児童生徒の「批

判的思考」を高めることができれば，「探究的な学び」を

支える児童生徒の「物事を多様な角度から俯瞰して捉え

る力」や「問い続ける力」，ひいては「学び続ける力」の

高まりにつなげることができるのでないかと考えた。そ

こで，まず，「批判的思考」に関する楠見孝ら（2011）の

先行研究に依拠した。次に，その中の「批判的思考」に

関する既成尺度から質問項目をいくつかピックアップ，

文言修正したのち，「学び続ける力」尺度と組み合わせて

質問紙を作成した※７。そして，研究協力校等の児童生徒

○「協働的な学び」実践力と「探究的な学び」推進

力及び適応力を高める学習指導法の考案 

○研究協力校における学習指導法を取り入れた実証

的研究実践 

○「学び続ける力」を高める学習指導のポイントを

まとめた「『学びの変革』ガイド」の発信 

○物事を多様な角度から俯瞰して捉える力 

○問い続ける力 

図２ 学習指導のポイント 
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に対して質問紙調査を実施した。 

※６ 広範な思考を含む概念かつ複数の定義がある「批判的思考」だが，

本研究ではそれらの共通点を基に大きく三つの観点で整理した楠

見孝ら（2011）の定義を参考にした。①「論理的・合理的で規準に

従う思考」，②「自分の推論プロセスを意識的に吟味する内省的・

熟慮的思考」，③「より良い思考をおこなうために，目標や文脈に

応じて実行される目標志向的思考」 

※７ 本研究における「批判的思考」に関する質問項目は，「学び続け

る力」の再定義の際に視点として取り入れた動機づけとの関連で，

楠見らの先行研究中の尺度から，「批判的思考」のスキルを支える

態度的要素の強い「熟慮的態度」，「客観性」，「証拠の重視」に関す

る八つの質問項目を参考にした。  

(3) 質問紙調査（「批判的思考」８項目＋「学び続ける力」

尺度16項目) 

① 調査対象 

研究協力校等のＡ小学校第３・５・６学年，Ｂ小学校

第６学年，Ｃ中学校第３学年，Ｄ中学校第３学年，Ｅ高

等学校第１学年の児童生徒（302名）を対象とした。 

② 調査期間 

 令和６年５月～６月 
③ 調査の手続き及び内容 

 各校において，長期研究員の個人並びに共同研究にお

ける事前意識調査及び事前テスト等の時間に併せて，質

問紙を配付，口頭による説明後，回答を求めた。 
(4) 回答結果を基にした分析 

 欠席者や回答不備等を除き，児童生徒283名の回答を分

析対象とした。なお，本研究の統計的分析については，

基本的に統計ソフトＲとRStudioというインターフェイ

ス並びにExcelのデータ分析ツールを利用した。 

 まず，「学び続

ける力」尺度合

計点と「批判的

思考」合計点の

相関を調べると，

中程度の相関と

なった（図３）。 
 さらに，「学び続ける力」と「批判的思考」の質問項目

相互の関連や構造を把握するために，24項目の回答結果

に対して因子分析を行った。その結果，12項目３因子が

抽出された。因子名は，因子ごとの項目を基に，以下の

ように本チームで命名した。 

 以上の分析結果より，「学び続ける力」と「批判的思考」

に関連性が確認できたことから，「批判的思考」の要素を

学習指導のポイント考案時の視点として取り入れること

にした。その際，各教科の学習への取り入れやすさの観

点から，児童生徒が「基準（規準）」や「目標」に基づき

意識的に考える学習活動の工夫を考える。また，「批判的

思考」が「協働的な学び」の質問項目群と高い相関

（r=0.70）を示し，第１因子が「共感的に協働する力」

であったことから，特に「探究的な学び」に関わる学習

指導については，「協働的な学び」の要素を組み合わせる

ようにする。このほかに，第一年次研究で実証した学習

指導の工夫・改善の「可視化」と「意味ある対話活動」

の二つの視点も踏まえるようにする※８。 

※８  「可視化」の機能として，視覚的な情報のやり取りがしやすくな

ること，対話による緊張の緩衝材になること，思考を整理し新たな

気付きを促すことが考えられる。また，「協働的な学び」と「個別

最適化された学び」を行き来する際に対話を設定することで，「意

味ある対話活動」になることを確認した。福島県教育センター「研

究紀要 第53集」P.８～９ 

 
Ⅲ 研究の実際 

１ 「協働的な学び」に関わる学習指導法 

 第一年次研究では，「協働的な学び」に関わる学習指導

のポイントとして，以下を示した。 

 第二年次研究では，さらに「協働的な学び」調整力で

一つ，「協働的な学び」実践力で一つの学習指導のポイン

トを示す。 

※９ 本研究では，学習における体験や経験（「見方・考え方」を働か

せる，既有の知識を活用する，何かを発見するなど）を新たな知識

と結び付けるプロセスとして捉える。 

(1)「協働的な学び」調整力を高める学習指導のポイント 

① Ｂ小学校６年国語科（文学的文章）の実践事例より 

○学習指導の実際 

まず，単元導入の授業終末時，「自分の考えが変わると

はどういうことか」について，児童と共にこれまでの文

学的文章の学習経験を基に考えた。「自分の考えが変わる

こと」に対する児童の意見や発言を整理しながら，「言葉

が変わる」，「納得できる」，「具体的になる」という最初

の「基準」をつくった（図４）。そして，その後の授業の

振り返り時に，児童はこの「基準」と自分の解釈や考え

を照らし合わせながら当てはまるものを見付け，どのよ

うに変わったかを判断した。また，繰り返し「基準」を

○第１因子：「共感的に協働する力」 

○第２因子：「自分を俯瞰する力」 

○第３因子：「問題を同定する力」 

「協働的な学び」調整力 

○友達とよりよく協働するために自他の考えや気持

ちを見つめ，受け止める力 

【学習指導のポイント】 

○自分や友達にとっての「学び※９の一番」の共有 

【学習指導のポイント】 

○学びを振り返るための基準づくりと共有 

図３ 関連の強さ 
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使う過程で，児童が感じたことや気付いたことを付け加

えたり，まとめたりしながら，さらに使える形に具体化，

整理して，更新した（図４）。 

児童の新たな学びによって更新される可能性をもった

「基準」は，チェックシートにすることで，単元を横断

して使用することができると考えられる（図５）。チェッ

クシートを繰り返し

使用する中で，チェ

ックの判断に迷った

児童が，他の児童に

判断の意見を求めて

対話する姿が見られ

た。また，チェック

が連続で付くことで，

自分の考えの変容と

ともに学びの意味の

実感につなげる児童

もいた。さらに，チェ

ックの付かなかった項目に着目して，今後の学び方のヒ

ントにする児童も見られた。 
○学習指導の工夫及びよさや可能性 

自分たちでつくった「基準」であることから，児童に

とって使いやすく，無理のない範囲の努力で達成可能な

内容の構成となっていた。また，「協働的な学び」や対話

の契機にもなった。例えば，互いのチェックシートを媒

介に，ある項目にチェックの付かない児童が，チェック

の付いた児童に判断の理由や内容を教えてもらう姿が見

られた。さらに教える側の児童は，気持ちよくその内容

について語ることができ，チェックが付かなかった側の

児童も，友達の説明から自分の知らない内容を知る機会

となった。また，互いにチェックが付かない項目があれ

ば，次の学習で互いにその項目にチェックが付けられる

ように共通の目標を立てることができ，チェック項目を

埋めようとする児童のモチベーションにつなげることも

できる。 
以上のことから，「基準」を更新しつつ繰り返し使用す

ることで，「基準」を学び方に変えていくことが可能であ

る。また，「基準」における自己決定や共有，更新の一連

の流れは，「個別最適化された学び」と「協働的な学び」

を無理なく一体的に充実させることができると考える。 
(2)「協働的な学び」実践力を高める学習指導のポイント 

① Ｃ中学校３年数学科（二次方程式）の実践事例より 

○学習指導の実際 

授業終末，学びを一括してまとめたり，振り返ったり

することが一般的である。しかし，ここでは，(𝑥𝑥 + 𝑝𝑝)2 = 𝑞𝑞 

の形の二次方程式の解き方を考える過程で，平方根や

□
2

= 〇 等の働かせた「見方・考え方」，あるいは活用し

た知識等の学びを小刻み，かつ端的に可視化して共有で

きるようにした（図６）。そうすることで，問題解決の糸

口を生徒自身で見いだしやすくし，学び続けようとする

姿を支えられるようにした。 
実際に，黒板に可視化された学びから，自分に必要な

ものを選び出すことで，学習内容に全く手も足も出なか

った生徒が学び続けていることが，ノートの記述から分

かった（図７）。また，黒板に可視化された「平方根」の

考え方に着目できたことを契機に，ほかの学びも少しず

つ問題解決に生かして，単元終盤には，二次方程式の「三

つの解き方」を考えることができるようになった。 
○学習指導の工夫及びよさや可能性 

生徒と共に学びを可視化する際，生徒に適度な学習負

荷がかかったときに，「どうしてそうしたのか」，「どこに

着目したのか」と理由や根拠を問いかけるようにした。

「協働的な学び」実践力 

○友達とよりよく協働するために必要な判断力や態度 

【学習指導のポイント】 

○学びの段階的な可視化と共有 

図６ 可視化による学びの共通言語化 

図７ 可視化した学びの活用 

図４ 「基準」の具体化と整理による更新 
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そうすることで，生徒の気持ちを伴った学びの可視化に

結び付いた。また，こうして可視化された学びを生徒が

何度か使う場面を設定して，使うことができた実感とと

もに，生徒が使って感じたことや気付いたことを付け加

えていくことで，可視化した学びの意味や使い方をより

具体的にすることにつながった。他にも，生徒同士の対

話の際の共通言語として機能したり，終末における全学

習内容のまとめや振り返りの負担軽減，学びの忘却防止

につながったりすると考えられる。 
２ 「探究的な学び」に関わる学習指導法 

第二年次研究では，「探究的な学び」推進力で二つ，「探

究的な学び」適応力で一つの学習指導のポイントを示す。 

(1)「探究的な学び」推進力を高める学習指導のポイント 

【学習指導のポイント】学びを基にした問いや学習課題

づくりについては①で，【学習指導のポイント】問いを立

てるための考えの疑問形化については②の実践事例で紹

介する。 

① Ａ小学校３年算数科（たし算とひき算の筆算）の実

践事例より 

○学習指導の実際 

たし算の計算の仕方を統合するために，それまでの学

習で児童が働かせてきた「繰り上がり」や「まとまり」

等の「見方・考え方」を振り返って短い言葉に可視化し

ながら，３桁同士の筆算の学習課題づくりに取り組んだ。

「数を変える」という「見方・考え方」を働かせて２か

ら９までの数カードの組合せで計算した後，教師から１

のカードがさりげなく提示された。すると，児童から１

から９までの数字を「すべて１回ずつ使いたい」という

声が上がり，それを学習課題の条件とした（図８）。 

何度も数字を並べ替えて，可視化した「見方・考え方」

を確認しながら計算し直すなど，「難しい」，「複雑」と学

習負荷を感じつつも，楽しみながら試行錯誤を繰り返し

て学習課題に取り組む児童の姿につながった。 
○学習指導の工夫及びよさや可能性 

児童の働かせた「見方・考え方」や，児童の「やって

みたい」等の思いを生かすことで，児童が，「やりたい」

だけでなく，「やれそう」や「やる価値がある」と思える

ような学習課題につなげることができる※10。また，「見

方・考え方」を児童が意識できるように可視化して学習

課題に取り組ませることで，改めて「見方・考え方」を

働かせて鍛える機会にもなる。 
※10 モチベーションの考え方の基盤となっている包括的な枠組みと

して「期待×価値理論」がある（鹿毛，2022）。モチベーションを

「期待」と「価値」の関数，すなわち両者の積として表現する。モ

チベーション理論において，「期待」は「実現可能性に関わる知覚

や認識」であり，「価値」は「人を惹きつける要因」とされる(同上)。

これを上記の学習課題づくりに敷衍するならば，まず，働かせた「見

方・考え方」を可視化，共有してそれを活用しようとすることで，

学習したものを使うのだから自分にもできそうだという児童の実

現可能性の認識につながったと考えられる。さらに，ここでは記述

できなかった授業者による「見方・考え方」と関わらせつつ，児童

の必要感を引き出す教材提示の工夫により，児童が学習課題に魅力

を感じられるようにすることで，児童のモチベーションの高まりや

その後の学び続ける姿につながったと考えられる。 

② Ｂ小学校６年国語科（紀行文）の実践事例より 

○学習指導の実際 

 作品の初読の際，児童一人一人がメモした感想などを

疑問形にして問いをつくる学習活動を設定した。まず，

児童が自分の感想等を疑問形にするために，感想等と幾

つかの「疑問詞」を見比べて組合わせを選び，「？」を付

けて疑問形にした。その際，疑問形にした自分の問いが，

答えを考えることのできる問いの形になっているかを近

くの友達と互いに確認し合った。それから児童一人一人

の問いを全体で共有し，どのような問いがあるのか全員

で確認した（図９）。 

「探究的な学び」推進力 

○自分で学習をスタートさせたり，次の学習につな

いだりする力 

【学習指導のポイント】 

○学びを基にした問いや学習課題づくり 

○問いを立てるための考えの疑問形化 

図８ 学びが反映された児童の声 図９ 問いの分類から学習課題へ 
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しばらく眺めていると，児童から「似た問いがある」

という声が上がった。そこで，全員で似ている問いをま

とめることにした。児童の中には，それぞれの問いのま

とまりを見て話し合いながら，見出しを付け始める児童

もいた。そして最後に，問いのまとまりや見出しを基に，

全員で学習課題を考えた（図10）。 

○学習指導の工夫及びよさや可能性 

問いを立てることは，自分の言葉で問題等に名前を付

け直すことになる。問いを立てることで，答えや解決を

意識できるようになり，問題等を自分事として捉えられ

ることにつながる。これは，本研究における「批判的に

学び続ける力」の３因子のうちの，自分の問題として事

柄を捉える「問題を同定する力」と関連する（P.6参照）。

また，問うことや問いをつくることに慣れていけば，児

童自ら学びをスタートさせ，学びの中で生じた学習負荷

を問いの形に変えて，次の学びに向かうことにもつなが

ると考えられる。これらは，「学び続ける力」にとって欠

かせない要素と言える。 
(2)「探究的な学び」適応力を高める学習指導のポイント 

① Ｂ小学校６年国語科（文学的文章）の実践事例より 

○学習指導の実際 

単元導入時，過去に作品を読む中で困ったり，わから

なかったりして学習が進まなくなった時のことを全員で

想起した※11。児童の「言葉の意味がわからなくなった」

や「場面の変化に気付けなくて困った」などの言葉を基

に，読んでいてわからなくな

ったものとして「言葉の内容

や意味」，「作品で大事なこ

と」，「作品で言いたいこと」，

「登場人物の言動の理由」の

四つに整理して「問いを考え

るための基準」をつくった（図

11）。次に，児童一人一人が実際の作品を読みながらこの

基準に当てはまる「わからないこと」を見付けて，自分

の問いをつくった（図12）。さらに，児童一人一人の問い

を似たもので分類し，学習課題づくりにつなげた。 
※11 児童生徒の論理的・知識的な理解だけでなく，感覚的・直感的な

理解も含むため，「わからない」の平仮名表記で統一した。 

それぞれの学習課題に対する考えの共有後，学習課題

と考えの関係から，改めてそれ

ぞれの学習課題がどのような問

いになっているのか，問いの特

徴を考えた。そして，先の四つ

の基準を，作品中の出来事や状

況，事実についての「言葉の意

味や内容」，「作者の思い」，「登

場人物の行動の理由」の三つに

整理，更新した（図13）。  
さらに，別作品でも同様の流れで基準を活用して更新

に取り組んだ。そして，

作品を読んで問いを考

える際の基準として，

「登場人物の設定」や

「作者の考え」，「登場

人物の行動の理由」，

「物語の構成要素」の

四つに更新した（図14）。 
○学習指導の工夫及びよさや可能性 

 授業の中で，児童の「わからないこと」を主題的に扱

う学習指導の一つとして考えられる。上記の実践事例で

は，「問いを考えるための基準」の作成と活用，更新のプ

ロセスを繰り返す中で，児童が問うことに徐々に慣れ，

学習導入時の「どうしたらよいのかわからない」という

学習負荷を乗り越えて，学びをスタートできるようにな

った。また，更新の要となる問いや学習課題に繰り返し

立ち返ることには，児童生徒の学びの自分事化の促進や

学びの意味の実感につながる可能性が大いに含まれてい

ると考えられる。 

図10 児童が問いからつくり出した学習課題 

図12 「わからないこと」と問いのつながり 

「探究的な学び」適応力 

○ゴールと照らし，手持ちの知識や情報を駆使して，

手掛かりを探り続ける力 

【学習指導のポイント】 

○問いや学習課題をつくるための基準の共有 

図14 焦点化による更新 
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

(1)「学び続ける力」の高まりと可能性 

 全研究協力校において，児童生徒の「学び続ける力」

の高まり等を調べるために，質問紙（「批判的思考」８項

目＋「学び続ける力」尺度16項目)による再調査を実施し

た。ここでは，前述の学習指導法を最も多く取り入れた

単元デザインで授

業実践を行ったＢ

小学校第６学年を

取り上げる。 

「学び続ける力」

の学級平均は，実

践開始時より終了

時において有意に

上昇した（図15）。

効果量※12も0.4を上回った。上記より，本学級児童の「学

び続ける力」の高まりにおいて，取り入れた学習指導法

の一定の効果が確認できたと考える。さらに，本学級で

は，「学び続ける力」と評価テスト得点の相関において，

実践開始時は弱い負の相関だったのが，終了時には弱い

なりにも確かな正の相関※ 13へ逆転した。この結果から

も，「学び続ける力」の高まりがもつポジティブな影響力

が想定できる。特に，授業実践における実際の児童の姿

を踏まえるならば，学習時のストレスや不安の軽減だけ

でなく，学びに向かう自分の姿の肯定的な受容が促進さ

れ，資質・能力の育成や発揮につながりやすくなるとい

う可能性が見えてくる。 

※12 効果量dについては幾つかの基準値が提案されている。本研究で

は，ジョン・ハッティによる１年間継続的に取り組んだ教育活動の

教育効果の平均的な値0.40を基準とした。 

※13 実践開始時相関係数r=-0.26，実践終了時r=0.28 

(2)「学び続ける力」と現時点の「Well-being」との関係 

本研究の目的の一つは，「学び続ける力」を高める学習

指導法を提案し，「学びの変革」を促進することであった。

「学びの変革」が促進され，児童生徒に必要な「資質・

能力」が育成されれば，現段階の「Well-being」の高ま

りに少なからずつながるのではないかと考えた。そこで，

全研究協力校の児童生徒の現時点での「Well-being」の

実現度について調べた。その際，現段階の児童生徒の「W

ell-being」を「幸福感」と捉え，多岐にわたる概念の中

から「幸福感」に関わる項目のみ既成尺度※14から幾つか

取り上げて，質問紙を再構成して測定した。 

 結果は，先の「学び続ける力」と評価テスト得点との

関係よりも高い，中程度の正の相関となった（図16）。こ

の結果から，「学び続ける力」と「Well-being」の間にも

ポジティブな関係性が推測できる。例えば，相関が最も

高かったＡ小学校６年

生でみると，「学び続け

る力」による「Well-b

eing」の説明率は５割

近くある※15（図17）。

このことから，「Well-

being」を支える要素の

一つとして，「学び続け

る力」の高まりを捉え

ることができる。 

※14 令和６年度全国学力・                     

学習状況調査児童（生徒）

質問調査並びに児童用幸

福感尺度（小嶋佑介・中坪太久郎，2024）を参考にした。 

※15 決定係数Ｒ 2は，モデルがどれだけデータをうまく説明，予測で

きるかを示すもの 

(3) 三つの学びにおける「探究的な学び」の重要性 

因子分析で明らかとなった「学び続ける力」４因子と

「批判的に学び続ける力」３因子の第１因子は，どちら

も「協働的な学び」に関するものであった。「協働的な学

び」をどう充実させるかがポイントとなる。そのために，

児童生徒一人一人のよい点や可能性の発揮・自覚につな

がる，学びの自分事化を促す「学習の個性化」に力点を

置いた「個別最適化された学び」を充実させることが考

えられる。さらに，「学習の個性化」を加速させるために，

児童生徒が自分事として取り組みたくなる問いや学習課

題を見いだしたり，吟味したりする「探究的な学び」が

前提として必要となる。つまり，問いや学習課題を解決

したい対象にまで自分事化する「探究的な学び」が「個

別最適化された学び」や「協働的な学び」と互いに結

び付き充実する中で，児

童生徒は学び続ける学習

者となり，「主体的・対話

的で深い学び」へと自走

し出すのではないかと考

える（図18）。 
(4) 三つの学びの意味を見いだす児童生徒の姿 

学習指導のポイントを実践に取り入れ，「学び続ける

力」が高まった学級では，児童生徒の多くが定義中の「知

識等の活用や仲間

との協働，新たに

問題を発見するこ

とのよさを学びの

意味として見いだ

す」ことができた

（図19）。中には，

図15 学習指導の効果 

図19 見いだした学びの意味 
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「個別最適化され学び」と「協働的な学び」のよさを同

時に見いだす記述も確認できた（図20）。 

また，図21の児童の記述からは，自分の「わからない」

を「わかる」へと変えるために，根拠を見付けて自分の

考えをつくり，友達の意見や考えと比べてよりよいもの

へと改善しているのが見て取れる。そして，最終的に学

び続けるために必要な学び方や学びのよさに気付く，す

なわち，学び続ける意味を見いだすことができているこ

とも分かる。 

 さらに，学びの意味を見いだしたこれらの児童生徒の

実際の姿からは，これまでの個人の中で何かができると

いう閉じた学びの姿だけでなく，友達との関係で何かが

できるという，「学びの変革」が可能にする，自分と他者

とに共に開かれた学びの姿が垣間見られた。 
(5)「『学びの変革』ガイド」による発信 

 研究当初から，研究の成果物の発信を研究のゴールに

設定してきた。そのために，「学び続ける力」を切り口に

調査，実践，観察を通して，児童生徒の行動やデータか

ら証拠を収集し提示すると

いう実証的な手順を大事に

してきた。その研究成果を

まとめて作成したのが，

「『学びの変革』ガイド」で

ある（図22）。県内の教員が

教室というリアルな学びの

現場において「学びの変革」

に挑戦するその背中を後押

しできるように，具体的な

授業改善の輪郭を提供する

ことを心掛けた。 

２ 今後の課題 

(1)「『学びの変革』ガイド」活用の仕方の周知 

今後，教員が「『学びの変革』ガイド」を授業改善に活

用できるように，発信の仕方を工夫する必要がある。県

内公立学校への配布，Ｗebサイト等への掲載，当センタ

ー研修での活用以外に，実際の学校現場等に赴き，「『学

びの変革』ガイド」を活用した実

践事例や活用のポイントを紹介し

たり，それらをまとめた動画を作

成，発信したりするなど，「『学び

の変革』ガイド」の具体的な活用

の仕方の周知を図りたい（図23）。 

(2) エビデンス・ベースドな教育実践の推進 

 ２年間の調査研究を通して，質問紙調査等の教育デー

タ知と授業者の実践知を往還させて，学習指導の工夫・

改善や授業づくりに取り組む重要性を再認識した。 

 本県では，全国学力・学習状況調査やふくしま学力調

査の結果を分析して，授業改善や学力向上に生かすエビ

デンスに基づく教育実践を推奨および推進している。し

かし，各学校においてその重要性や可能性の共有が十分

でないことが推測され，教育データの効果的な活用によ

る児童生徒の資質・能力の育成につながっていないのが

現状と思われる。そこで，教員や学校が教育データ分析

の主体となり，分析結果を基に自身や自校の指導・支援

を振り返り，効果的な教育実践の編み直しや創造につな

げるための，学校現場でできる教育データ活用の在り方

を模索していく必要がある。 
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